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令和７年度（2025年度）第１回部活動・地域クラブ活動関係者会議議事録 
 

１ 日時：令和７年７月９日（水） 14時 00分～15時 30分 

２ 場所：Zoomによるオンライン会議（緑苑ビル ２階 201会議室から配信） 

３ 説明：部活動改革推進課 髙橋課長補佐から資料に沿って説明 

 (1)「部活動の現状について」 
     (2)「北海道部活動の地域展開に関する推進計画の改定について」 

４ 意見交換等内容                                      ○構成員 ●事務局（敬称略） 

 

意見交換 (1) 部活動の現状について 

○北海道中学校長会（江別市立中央中学校長 前田 真志） 

部活動の現状について３点お話する。１つ目は、石狩管内のある市町村における合同サッカー部の活動についてだが、

その市町村では、実証事業として検証項目８項目を立てて活動している。今年の３月に行われたその市内の会議の中で、

成果と課題が述べられていたので紹介する。成果としては、合同チームの結成により、市内のどの中学校に在籍してい

てもサッカー部を選択することが可能であること、指導者が市内各校に複数いるので、トレーニングではグループごと

に指導者を配置でき、校務多忙の時には、交代で生徒に付くことができるということが挙げられていた。課題としては、

活動拠点となる場所への生徒の移動の負担と安全確保、活動場所の確保が挙げられていた。２つ目は、部活動の費用面

について、胆振管内・石狩管内の主な中学校の平均を述べさせてもらうが、両管内とも 4,000 円から 5,000 円のお金を

集めている。このほか、自治体から補助金をいただいている。また、部活動によっては、消耗品費として月あたり 500

円以上集めている部があると伺った。３つ目は、地域移行において、クラブチームが受け皿になることも想定されてい

ると思うが、地域移行の目的にそぐわないチームもあるのかもしれないという例を紹介する。おそらく道内では振興局

管内の中体連が終わったばかりだと思うが、市町村を超えた選抜チーム、いわゆる優れた者を集めるチームや振興局を

超えて同じように優れた者を集めたクラブチームが出てきており、ある管内では、種目においてクラブチームが団体戦

で優勝したが、大会運営においては、種目の専門委員会（学校の教員）が担っており、単独校として運営に協力する学

校も出てきているが、クラブチームは参加するのみで運営に関わっていないことも反省とされていた。 

 

○座長（北海道教育大学岩見沢校 教授 志手 典之） 

合同部活動の成果や課題が挙げられた。もう１点は、クラブチームの参加にも課題が見えた。 

 

○北海道スポーツ協会（クラブアドバイザー 熊耳 雅美） 

前田校長からお話いただいた中で中体連の話題もあったので、その部分についてお話しさせていただく。地域クラブ

活動になった時の懸念事項として、優れた者を集めたクラブチームが実際に出てきているところもあると思うが、一方

で、一昨年前から中体連の動きとして、簡単にいうと、地域クラブも大会に出場できるように扱いが緩和されてきてい

る中で、種目によっては、昨年度までのルールがいきなり今年度変わってしまったために、子どもたちが大会に出場で

きなくなったという道新の記事が以前あったかと思う。もちろん、勝利至上主義で選手たちを集めることに関しては問

題かと思うが、やはり本来考えるべき点は、なかなか地元でいろいろな種目ができない子どもたちに、どのように活動

の機会を提供できるかということであって、私たちはこの部活動改革を機に考えていく必要がある。そうすると、果た

して今、中体連の専門部で話し合われているルールがそういったところに即したものがどのぐらいあるのか、逆に活動

機会を奪ってしまうことにも繋がるのではないかという見方も出てきてしまう。少なくとも私たちは、この機会に、子

ども達の活動機会をどう確保していくかについて、この後の推進計画の議論に繋がるかもしれないが、大会の在り方や

運用ルールについても、これまでずっと関わってきていただいている専門部の先生方とも一緒に考えていく必要がある

のではないかと感じている。 

 

○北海道総合型地域スポーツクラブ連絡協議会（会長 井上 諭一） 

今、熊耳さんからお話があったとおり、活動する機会をどうやって増やしていくかということで、いろいろと知恵を

出し合っている最中だと思う。優秀な選手の選抜に向かっていくところもあろうかと思うが、それ以上に、勝ち負けに

こだわらずマルチで活動するクラブなど多種多様なものが生まれてきている現状もあるので、一概に否定していいのか

と思うところもある。いろんな部分で過度期なのではないだろうか。 

 

○北海道中学校体育連盟（事務局長 渡辺 祥太） 

中体連の大会出場に関わるお話があったので、その点についてまずお話しさせていただく。生徒の活動の場をどのよ

うに増やしていくかということは、中体連としてもとても大事だと考えている。やはり勝利至上主義のような選抜チー
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ムも実際に見えてきている。北海道でも地域クラブ活動の参加特例細則を定めているが、日本中体連の考えを受けて、

北海道で検討しているという事実がある。そうした中で、北海道のみが緩和して、実際に出場権を獲得した選手が全国

大会に出られなければ不利益であると判断をしており、北海道の専門部でも長い時間をかけていろいろな検討をしてい

るという現状をお知らせしたい。また、本日は、私は櫻井会長の代理で出席しており、２点ほど櫻井会長から預かって

いるので、そのお話をさせていただく。１点目は、中学校体育連盟の全道大会の出場のための拠点校部活動の制度を作

っているが、それとこの地域展開に向かう上での拠点校が、少し混同されていることを会長としては心配している。中

体連での拠点校部活動は、小規模の学校などで大会参加ができない生徒をどのように救済するかということで、拠点校

部活動という名前で大会に参加を認めようという制度。地域展開は部活動ではないと思うので、この拠点校部活動と拠

点校方式っていうことは、少し区別した議論が必要かと考える。２点目は、地域展開については進めていかなければい

けないと考えているが、それによって子どもたちの活動の場が減っていくということは課題と考えている。やはり学校

に部活動があることで、参加しやすいという側面があった。資料の中で、中学校の部活動数が減っているという現状を

示していただいたが、それについても様々な要因があるものと考えている。例えば、指導者の不足であったり、指導者

の賃金の問題であったり、指導者の時間の保証であったり、保護者の支援のこともあったかと思う。そうした要因がな

かなか難しい課題かと考えている。 

 

○北海道特別支援教育関係ＰＴＡ連絡協議会（理事 道貝 樹梨） 

中学校の部活動というのは、内申や高校受験に際しての推薦といったところを気にして活動している生徒や保護者も

いらっしゃるかと思う。部活動が地域移行した場合に、金銭的な問題でクラブ活動に参加することができないとなると、

その子どもの機会やチャンスを減らしてしまうと不安を持つ保護者がいるのではないかと思うが、皆さんはその辺はど

ういったお考えをお持ちなのかお聞きしたい。 

 

○座長（北海道教育大学岩見沢校 教授 志手 典之） 

おそらく私が答えるべきことではないかと思うが、一つあるのは、今までの部活動自体が、都市部は割と成立するけ

れども、人口の少ない地方では成立しないところがあって、今、部活動の在り方自体を抜本的あるいは根本的に変えな

くてはいけない時期に来ており、いろいろな考え方がこれから出てくると思われる。私からはそのぐらいしか言えない

が、このあたりは事務局の方がよろしいかと思うが、いかがか。 

 

●事務局（北海道教育庁学校教育局部活動改革推進課 課長補佐 髙橋 智嗣） 

地域移行にあたって、保護者の方も内申や高校受験を気にされているというお話については、私どもも知見を持ち合

わせていない。実際に地域移行をした後、どういう形で生徒が進路を選択するのかということまでは、まだまだ十分検

証されておらず、お答えできかねるのでご了承いただきたい。 
   
【議事録追記】※会議後に確認 

道立高等学校入学者選抜実施要項における個人調査書の「６ 総合所見及び指導上参考となる諸事項」に、

次のことを示している。 

・出願者の特徴や特技、成長に関わる総合的な所見など、出願者の長所を把握する上で参考となるような事 

柄や進歩の状況を記入すること。 

・出願者が参加した学校内外における奉仕活動、スポーツ活動・文化活動（学校部活動や地域クラブ活動を

含む。）の行事、大会及び資格・検定試験等を記入する場合は、実績や成績のみではなく、活動からうかが

うことのできる出願者の長所、個性や意欲、能力などについても記入すること。 

個人調査書へのスポーツ活動・文化活動の記入について、学校部活動だけでなく、地域クラブ活動も含むこ

ととしており、所属先や活動場所の違いが入学者選抜に影響することはない。 
  

また、地域移行した際に、金銭面で参加できなくなるのではないかという御懸念についてだが、今現在の部活動にお

いても、保護者の方々にいろいろな形で部活動に対してお金をいただいているかと思う。地域移行に際しては、クラブ

運営団体においても、一定程度、そういった保護者の方々からお金をいただいた上で、子どもたちのスポーツや文化・

芸術活動を支えていくということを、これからやっていきたいと思っている。国の方でも、今、様々な保護者負担の在

り方について検討しているところであり、後ほども少しお話をするが、今年度８月以降、保護者負担の目安のようなも

のを示すという話がある。少なくともそういった保護者負担や生活が困窮されている方々に対しての支援については、

道教委から国に財政措置を要望している。 

 

○座長（北海道教育大学岩見沢校 教授 志手 典之） 

ここしばらくの間にいろいろな在り方が問われてきて、最適解みたいなものが見つけにくい現状がある。おそらく人

口が少ない地方では、部活を解消しながら地域の総合クラブなどに地域移行していくところがあると思うし、これから
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いろいろなパターンの事例が出てきて、部活動の在り方をどうしていくかというのが見えてくるのではないかと感じて

いる。 

 

 

意見交換 (2) 北海道部活動の地域展開に関する推進計画の改定について 

 

○石狩管内中学校文化連盟（北広島市立広葉中学校長 野口 俊之） 

資料６ページの説明の中で、「指導者等の質の保障・量の確保」と記載があるが、非常に難しい問題と実感している。

これからこの計画を立てていく中で、指導者の確保について資料に書かれているように、大学生の活用や希望する教職

員の兼職兼業を一つの方策として考えられているようだが、最初から教員の兼職兼業ありきとして人材を確保する見通

しなのか、もしくは、とりあえず大学生の活用などを主にしながら最後に兼職兼業で補うような見通しなのか、考えを

教えていただきたい。 

 

●事務局（北海道教育庁学校教育局部活動改革推進課 課長補佐 髙橋 智嗣） 

指導者の確保については、大変難しい問題だと認識している。市町村からも、地域移行を進めるにあたっての大きな

課題だと聞いている。道教委では、令和５年３月に「北海道部活動・地域クラブ活動サポーターバンク」を設置してお

り、今日現在、実人数で約 480 名の指導者の登録があるところ。我々としては、このサポーターバンクの周知、登録の

促進、活用について、これから促していく必要があると考えている。また、今後の指導者の確保策として、大学生の活

用というものが資料に書かれている。こちらも非常に重要と考えており、我々も先般、道内の各大学・短大等にサポー

ターバンクのチラシを配布させていただき、是非バンクに登録して指導者になっていただけないかという働きかけを行

ってきた。今後の計画においても、引き続き、大学等と連携を図りながら、指導者の確保に努めていきたいと考えてい

る。また、野口校長が御懸念されていた教員の兼職兼業が最初にあるのかというお話だが、それは違っていて、まず初

めに、地域の人材を活用するというのが地域移行・地域展開の趣旨。ただ、教員の中にはぜひ指導していきたい、やり

たいという方々がいらっしゃる。その方々については兼職兼業や営利企業従事許可を取っていただき、子どもたちの指

導に参加していただく流れになるので、決して、兼職兼業ありきとして進めていく考えではないということで御理解い

ただければと思う。 

 

○北海道特別支援教育関係ＰＴＡ連絡協議会（理事 道貝 樹梨） 

部活動の地域展開の捉えとしては、学校で部活をやっている感覚でいいのか、それとも完全に学校の中からは無くな

るという考えなのか、今年から初めてこの会議に参加するので、教えていただきたい。 

 

●事務局（北海道教育庁学校教育局部活動改革推進課 課長補佐 髙橋 智嗣） 

まず、部活動の地域展開についてだが、子どもの数がどんどん減っている中で、学校の部活動も維持できなくなって

きている。特に、野球、サッカー、バスケットボールといった団体競技では、部活がどんどん廃部になってきている状

況がある。このままでは子ども達のスポーツや文化・芸術環境を維持できなくなってしまうことから、学校から地域に

その環境を移していく、そして地域クラブの中で子どもたちに活動してもらおうというのが地域展開の目的・理由であ

り、実際、学校から部活動が離れていくこととなる。ただ、必ずしも学校が全く関わらないということではなく、今後

も学校と連携しながら環境を整備していくという考え方になっている。 

 

○北海道特別支援教育関係ＰＴＡ連絡協議会（理事 道貝 樹梨） 

保護者からしてみると、地域展開によるクラブ活動と個人的な習い事の何が違うのかというところが分かりづらい。

明確な違いはあるか。 

 

●事務局（北海道教育庁学校教育局部活動改革推進課 課長補佐 髙橋 智嗣） 

習い事と同じと考えていただいて結構だと思う。例えば、スイミングスクールに通うとか、あるいは野球チームに加

入して活動を行うといったことがあるかと思うが、そういったものと基本的にはあまり変わりはない。ただ、学校でや

っている部活動がそもそも維持できなくなってきたため、部活動の地域展開ということで、市町村や民間企業など様々

な方の力をお借りしながら、スポーツや文化・芸術の環境を整備していくという流れとなっている。 

 

○北海道中学校長会（江別市立中央中学校長 前田 真志） 

私は会長に代わって代理出席しており、会長から伝え聞いているお話があるので、推進計画の改定について４点述べ

させていただく。１つ目は費用に関する課題で、皆様がお話されていたように、特に指導者の人件費をどうするのかと
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いうこと。受益者負担の基準が国から示されるということも気にされていた。２つ目は指導者の確保について、今、道

教委からも回答があったように、教職員の兼業認可が先にあるものではないと言いながら、全道各地ではそのような地

域展開をしている計画もあると聞いており、これは我々だけの話ではないと思うが、働き方改革と関係する事業である

ことを改めて気にしておきたいということ。３つ目は移動手段について、先ほども話に出てきたが、合同チームや拠点

校方式により、生徒の活動機会の保障ができつつあるが、移動手段・経費の確保という新たな課題が出てきて、特に北

海道の広域性を考慮すると、一定の目安が必要ではないかということ。４点目は地域間格差の発生について、部活動の

地域展開の格差が、別の形となって生徒の資質能力の差となることが最小限となるよう、地域の取組状況を丁寧に見取

り、必要に応じた支援を行っていただきたいということ。私個人からは、活動場所への移動手段について、先ほど石狩

管内の例で、合同部活動の中でも移動手段の確保が課題となっているというお話をしたが、例えば、財源の継続的な支

援、これは各自治体の議会の承認も必要なところだと思うが、公金の投入により移動手段が確保できるなら、５年後、

10 年後も確保していただけるような制度になればいいなと思う。また、活動場所への移動手段として、例えば、市町村

内循環のバスが利用できるのでれば、中学生のみならず、地域に住まわれる皆さんの利用に大きく寄与するのではない

かと思った。 

 

○座長（北海道教育大学岩見沢校 教授 志手 典之） 

おそらく地域展開で必要不可欠なのは行政の関わりかと思うが、そのあたりで、紋別市の牧野教育長や枝幸町の小川

教育長から何か御意見やアドバイスがあればお願いしたい。 

 

○北海道町村教育委員会連合会（枝幸町教育委員会教育長 小川 俊輝） 

先ほどの前田校長のお話は、まさしくその通りだと思う。学校設置者として行政側の人間としては、持続可能な制度

運営をしていくためには、やはり必要な財源が確保されていることが大前提。受益者負担と公費負担がいくらぐらいな

のか、指導者への報酬の目安など、今年の８月以降に国から示されるということなので、私も大きな関心を持って注視

している。加えて、各市町村による財政的な支援も必要になってくる。市町村には情勢適応の原則もあるので、突出し

た支援はしづらいところもあるが、全国標準的な金額やパーセンテージが、ある程度目安として示されれば非常にあり

がたい。また、北海道は広域分散型で、都市部と地方で環境が違う。特に生徒の移動手段については避けて通れない課

題で、これまでは保護者の方に送迎していただく部分はあったが、これを恒常的に行うとなると、保護者の負担も大き

いので、公的な交通機関やスクールバスなど、いろいろなことを複合的に考えていかなければならないと思っている。

最後に、地域展開の取組が進まない地域・自治体という話があったが、当町も全道的には取組が遅れている方だと認識

している。ただ、今年度は令和７年度なので、令和９年度中には、土日・平日も含めた地域展開の道筋をつけたいと考

えている。また、市町村が策定した推進計画もインターネットで見ることはできるのだが、今回の北海道の推進計画の

改定にあたっては、計画の資料編でも構わないので、市町村向けに、都市部を想定したパターン、地方を想定したパタ

ーンなど、いくつかのパターンを持って、様々な地域展開の条件を網羅した標準的な推進計画のサンプルを示していた

だけると、それを拠り所にして、取っ付きやすくなると思う。計画に盛り込む内容は多種多様なので、組織づくり、受

け皿団体、指導者報酬をいくらにするか、研修計画をどうするのか、受益者負担・公費負担、万が一事故等が発生した

場合の責任、保険や保証の考え方など、全てを基本的に網羅したサンプルがあれば非常にありがたいということを、私

の意見として申し上げさせていただく。 

 

○北海道都市教育委員会連絡協議会（紋別市教育委員会教育長 牧野 昌教） 

紋別市では、モデル事業として、昨年 10 月からバスケットボール部で地域展開を先行実施しており、来年４月からは、

その他の 13 種目についても地域展開する予定で準備を進めている。ただ、紋別市スポーツ協会等の高齢化が著しく、な

かなか運営を担えないという実情があり、民間企業に委託せざるを得なく、高額な費用が発生する見込み。さらに、子

どもたちの移動についても、学校間を移動するバスの確保が必要で、指導者についても、14 種目について２名程は確保

できてはいるが、その方々が常に指導できるわけでもないことから、さらに掘り起こしを行っている最中。また、経済

的な保護者の負担については、今の部活動における平均的な負担額をそのまま踏襲し、月額 2,300 円程度をいただき、

これにプラスして、今まで公費で加入している学校の保険が使えなくなり民間の保険に加入するので、その保険料を負

担していただくことを考えている。どちらにしても、かなり公費を投入しなくてはならないので、財源の確保が重要と

なることと、公費を入れるということは平等性が必要なので、今、部活動加入率が 50 数パーセントだが、これを 70%程

度にまで引き上げて、子どもたちの受益の不公平を解消していかなければならないと考えている。なお、この 14 種目の

中には、フリークラブといって、一生懸命ひとつの種目に打ち込むのではなく、ゆるい活動もできるようなクラブを一

つ設置して、激しい運動・文化活動まではできないが、サークル活動みたいに取り組みたいという子どもを救いたいと

考えている。最後にもう１点、広域的な展開も考えており、近隣の町村と一緒にやりましょうということで話し合いを

続けているところだが、なかなか周辺の町村からすると、平日の移動において、遠いところで１時間かかってしまうた
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め、部活動に行くのに授業時間に支障が出るといった、未だ解決できない問題もある。そういった部分をこれから詰め

ていきたいと考えている。 

 

 

 全体を通した意見 

 

○北海道スポーツ協会（事務局長 酒井 隆） 

皆さんの御意見、本当に参考となった。勉強させていただいた。我々の立場としては、少子化を踏まえて、子どもた

ちのスポーツの機会を持続可能な形で確保していくのが役割。今回の学校部活動の地域展開という動きも、我々として

は活用させていただいて、子どもたちのスポーツの機会を拡充していく形で検討しているところ。今日、お話を聞く中

では、逆に、そういった動きが子どもたちのスポーツの機会を奪うという観点で受け止められている方々もいらっしゃ

るということを知り、非常にびっくりしたというか新鮮な気持ちでお聞きした。また、今回の推進計画の改定について

は、資料７ページの「部活動改革の理念」に記載の「子どもたちが等しく多様な学びと体験に触れられ～」という部分

に、道教委の思いも込められているという説明があった。その理念のもと、地域の皆さんにどうしていくかを考えてい

ただくことになると思うので、この理念を一番大事にしていただきたい。ただ言葉として書かれているだけではなくて、

関係者がこの思いを共有した上で、地域の子どもたちのために、スポーツ・文化の機会をどう確保していくのかという

ことを議論していくのが一番大切だと、今日お話を聞いて改めて感じた。言葉に魂を込めていくということを道教委の

皆さんのお力をいただきながら、我々も子どもたちのために頑張ってまいりたいと考えている。 

 

 

まとめ 

 

●事務局（北海道教育庁学校教育局部活動改革推進課 課長補佐 髙橋 智嗣） 

皆様からいただいた御意見・御要望なども踏まえて、今後、この地域展開に関する推進計画の改定に基づいて、素案

などを作成させていただき、また、本会議において御議論いただき、意見等を伺わせていただければと思う。 

 

○座長（北海道教育大学岩見沢校 教授 志手 典之） 

これから人口の多寡の問題として、おそらくもう、人口が極端に少ない町村では、部活動が成立しなくなり、地域展

開を一気に進めなければいけないという実状があって、かなり進んでいるところもあるかと思うが、これから人口の多

い都市部での地域展開をどうするかということも考えていく必要がある。また、我々の年代の部活動というイメージと

これからの新しい部活動のイメージを変えていかなければならないということを、私はすごく感じている。この後、令

和８年度から新しい改革が始まっていくが、情報共有を含めて、市町村や地域クラブの方々のお力も借りて、さらに保

護者の方々の協力がなければ進んでいかない思うので、皆様よろしくお願いしたい。 

 

 


